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1 は じ め に

タラノメ栽培は,県内最上地域を中心に促成栽培が拡

大 している。促成方法は トンネル密閉の水耕栽培が主で

あるが,栽培は多湿条件下 (い わゆる「ふかし」)で行わ

れるため,駒木 (タ ラノキの枝を 1芽で切断 したもの)

には糸状菌類が繁殖 しやすく収量・品質の低下につなが

る事例が多い。

そこで促成栽培時の適性な温度条件を解明するため ,

収量と駒木からの糸状菌類の発生に伴 う腐敗 との関連に

ついて調査 した結果,若千の知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験 1 室内温度試験 (イ ンキュベータ使用)

供試品種は「蔵王系」で,穂木 3本の中位節 10節 を切

断 した駒本を供試 した。試験区はインキュベータを用い

設定温度を変えた 4処理区 (10℃区,15℃区,20℃ 区 ,

昼夜変温区 く後述〉)と し,駒木からの糸状菌類の発生と

商品収量について調査 した。インキュベータは湿度 70%

設定とし,機内にプラスチック容器を設置 した水耕条件

により栽培を行つた。プラスチック容器内の相対湿度は

95± 4%,照度 15001x,温度は設置値±05℃条件下とし

た。駒木の水洗いはほう芽期に 1回,芽揃い期に 2回行

い,換気は行わなかつた。試験は 2004年 1月 17日 から

開始 した。

(注)昼夜変温区の温度管理

①促成開始後 3日 間 :昼夜一定 20℃

②萌芽期まで :日 中 20℃ 12h 夜間 18℃ 12h

③芽揃い期まで :15℃ 12h夜 間 8℃ 12h

④収穫開始から終了まで :日 中 20℃ 12h/夜間 8℃ 12h

(2)試験 2 慣行促成方法による試験

供試品種は 「蔵王系」で,穂木 (タ ラノキの養成畑か

ら切 り取つた 1年枝)3本の中位節 10節 を切断 した駒木

を供試 した。試験はガラス室内に易地慣行の促成ベ ット

を設置 し行つた。促成温度は芽揃い等を図るため栽培開

始時から3日 間は 20℃の一定とした。以後,試験 1の結

果をもとに温度管理は設定温度を 3処理区 (12℃区,15℃

区,17℃ 区)設定し,駒木からの糸状菌類の発生と商品

収量について調査した。なお,参考区として 20℃ 区を設

定し,駒木からの糸状菌類の発生調査を行つた。促成施

設は,POフ イルム・UVカ ットフィルムの 2重 トンネル内

に空中電熱線 (450W/坪 )を配線 し,現地慣行により水耕栽

培を行つた。 日射量が多い場合は被覆資材により 50%遮

光を行つた。駒木の水洗いはほう芽期に 1回,芽揃い期

に 2回行い,各処理後 30分間換気を行つた。試験は 2005

年 2月 23日 から開始した。

3 試験結果及び考察

室内温度試験の結果 (試験 1),収穫までの日数が最も

短いのは 20℃ 区で次いで 15℃区の順であつた。収量は

10℃区,15℃ 区が多く両区の差はほとんどなかつた。生

産効率を示す栽培期間 1日 あたりの収量に換算した日収

量は 15℃ 区が最も優れた。昼夜変温区は収穫までの日数

が長く収量が低く日収量が最も低かつた。試験時の駒木

から発生する糸状菌類は 10℃ 区,15℃区が少なく,20℃

区,昼夜変温区が多かつた。これ ら糸状菌類は栽培環境

や形態上から好湿性カビ (ク ロカビ類,ス スカビ類,ケ

カビ類)と 考えられ,20℃ 区は繁殖に好適な温度環境に

あったこと,昼夜変温区は夜温の低下にともなうトンネ

ル内部の結露が多湿環境を促 したことで,発生程度が高

くなつたと考えられた。これらの区は 図 2に示すとお

り糸状菌類の繁殖により駒木や若芽が腐敗 し不発芽や外

品個数が増加 し収量低下に影響 した。

慣行促成方法による試験 (試験 2)は ,15℃ 区を中心に

実際栽培の温度条件の検討を行つた。穂本当たり収量は

15℃ 区より 12℃区が多かつたが,15℃ 区が 12℃区に比べ

収穫までの 日数が短 く, 日収量は最も高かつた。なお

12℃区は葉の開きや曲がり等の品質低下が観察され (デ

ータ略),輸送性や 日持ち性に課題があつた。糸状菌類の

発生程度は,低温で管理するほど少なく推移 し,栽培 日
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数の経過に伴い徐々に高くなる傾向であつた。 12℃区の

糸状菌の発生程度は,栽培初期には低かつたが,栽培 日

数の経過 とともに高くなり収穫終了時は 15℃ 区と同程

度であった。これは,慣行の促成環境では トンネルを開

けて収穫することから収穫期間に トンネル外の雑菌等が

流入 しやすく,また繁殖期間も長くなることから,栽培

期間が長い 12℃ 区は収穫期での糸状菌類の発生が多く

なつたと考えられる。

このことから,温度の最適条件の選定には糸状菌類の

繁殖適温とタラノメの生育量との関連が重要であり,本

試験では 15℃一定温管理が促成栽培の最適温度 と考え
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タラノメ促成栽培の温度条件について収量性 と病害

の発生について試験 したところ,15℃一定温で管理する

ことで, 日収量が高く,栽培期間中の病害の発生が少な

いことから生産性に優れることが明らかになった。

促成時の 20℃管理や昼夜温変温管理は駒木からの糸

状菌類の発生が多くなることで収量が低下し,15℃ より

低い温度で管理すると収穫までの日数を要することから

日収量が低下し生産性が低くなる。
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図1 インキュベータ使用室内試験における各区の収量特性
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駒木からの糸状菌類の発生程度

注 ,発生程度 r4A+3B● 2C,D)/14× 調査駒木拗 ×100

糸状菌類の発生をA:書 B:多 C:中 D:少 E:無

表 1慣行促成方法における各区の収量

区 分  収積まで   Att   A品 穂木1本換算 口収■
°

の 日数 個 数  重 量 平均重 率 A品収量 "

o         5        10        15        20        26

駒本30個 体当たりの発生教 (個 )

腐敗による不発芽・外品数

図2イ ンキュベータ使用室内試験における各区の駒木の糸状菌類発生と腐敗
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1213EE  29   24  264  110 80   137    47

15R3EE  21   25  261  104 83   130    62

17R3EE  19   24  228   95 80   114    60
注 ,1)穂木 1本換算A品収量 :供試穂木1本あたり駒木数X平均重XA品%

(徳木1本あたり駒木数 12℃ 区 150個 .15℃区 150個 .17℃区 156個 )

2)日 収量:穂木 1本換第 A品収量/収穫までの日数 伏込み後 口嵐 日)

図 3慣行促成方法にお ける各区の駒木 の糸状菌類

発生程度

注,〈*)収穫終了時を示す。20℃ 区は発生過多によ嗽 験中止

発生程度 (4A+3B+2C+Dソ (4× 調査駒木数)× 100

糸状菌類の発生をA:甚 BItt CI中 D:少 E:無
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